


２ 五泉市立地適正化計画の概要  ［計画期間：平成 48 年度（20 年後の都市の姿を展望）、概ね 5 年ごとに評価・見直しを実施］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）居住誘導区域 

居住誘導区域は、人口減少の中にあっても一定のエリアにおいて

人口密度を維持し、生活サービスやコミュニティが持続的に確保さ

れるように、居住を誘導すべき区域です。 

本市における居住誘導区域は、市内外からの移住・定住の受け皿

として、生活サービス機能の立地や公共交通によるアクセス性など

の面から特に利便性が高く、将来に渡って人口密度を維持していく

範囲とし、既存の用途地域内に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

（4）都市機能誘導区域 

都市機能誘導区域は、医療・福祉・子育て支援・商業等の都市機能を都

市の拠点に誘導・集約することにより、これらの各種サービスの効率的な

提供を図る区域です。 

本市における都市機能誘導区域は、都市計画マスタープランで位置付け

ている五泉及び村松の中心拠点を基本とし、都市機能の集積による効率

的・効果的なサービス提供を図っていく範囲に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）誘導施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 都市機能誘導の考え方 

・将来的に住替え意向のある若い世代等が、居住場所を選択する要件と

なるような施設を誘導施設として位置付け、それらの立地誘導を図る

・上記と併せて、多様な都市機能の複合化や連携による拠点性の強化を図る

・誘導施設の立地誘導とともに、公共交通の強化・充実のための施策を

実施する 

 

 

 

 

■ 居住誘導区域設定の視点 

・人口及び市街地規模の将来見通し 

・市街地の居住状況と生活サービス 

→人口分布生活サービス施設、公共交通、アクセス性 など 

・居住に適さない区域の検討 

→災害危険箇所、法・条例等による建築制限、農地・自然 など

［居住を誘導するために講ずる施策］ 

○住宅等の立地誘導に関する取り組み 

○空き家等の活用に関する取り組み 

○居住環境や地域コミュニティの向上に関する取り組み 

［都市機能を誘導するために講ずる施策］ 

○民間事業者による誘導施設の立地誘導に関する取り組み 

○公共施設の整備・再編・複合機能化に関する取り組み 

○公有地・公共施設の有効活用に関する取り組み 

○拠点（都市機能誘導区域）の環境整備に関する取り組み 

［各区域共通の施策］ 

○公共交通の充実に関する取り組み 

○都市計画等の関連制度の活用に関する取り組み 

○届出制度による施設立地の適正化 

○国等の支援を受けて行う取り組み 

【誘導施設（五泉・村松共通）】 

・子育て支援施設 ・介護福祉施設 

・医療施設  ・商業施設 ［五泉地域］

［村松地域］ 

新潟市 
阿賀野市 

阿賀町 

三条市 

加茂市 

田上町 

図 立地適正化計画区域、居住誘導区域、都市機能誘導区域の範囲 

（1）立地の適正化に関する基本的な方針 

都市全体において人口減少や少子高齢化の進行が予想される中で、将

来に渡って都市の活力を維持し、持続可能な都市づくりを進めていくた

めには、都市サービスを支える各種機能がまとまり、誰もが利用しやす

いまちの形成が必要です。このため、これまでの人口増加や車社会を背

景とした郊外拡散型の都市構造から、市街地集約型の都市構造に転換し

ていくことが求められています。 

五泉市立地適正化計画では、人口減少社会を見据えた本市の都市づく

りをさらに推し進めていくため、都市の状況に応じた居住や都市機能の

立地誘導を行い、市街地の人口密度を維持していくとともに、周辺地域

も含めた地域間の連携を強化し、人口減少の中にあっても持続可能なコ

ンパクトな都市の形成を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

【都市づくりの方向性】 

○多様な子育てニーズへの対応と地域の魅力を活かし安心

して住み続けられるまち 

○快適な都市サービスを享受できる歩いて楽しいまち 

○五泉市街地、村松市街地、周辺集落が連携したどこでも

暮らしやすいまち 

（2）立地適正化計画の区域 

都市全体を見渡す観点から、都市計画区域全域を立地適正化計画の区

域とします。 
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（6）計画の目標値 

対象 評価項目 現状値 目標値(H48)

居住誘導区域 居住誘導区域内の人口密度(人/ha) 34.3 40.0 

都市機能 

誘導区域 

誘導施設 

充足率 

面積 

ｶﾊﾞｰ率 

子育て支援施設 72.1% 95% 

医療施設 94.2% 95% 

商業施設 75.6% 95% 

人口 

ｶﾊﾞｰ率 

子育て支援施設 24.5% 30% 

医療施設 31.7% 30% 

商業施設 24.9% 30% 

公共交通 公共交通利用者数（人） 171,051(H27) 現状維持 


